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Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

研究開発課題 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く

探究活動の実践 

ねらい 

中高一貫教育校として，中学段階の宇土未来探

究講座，高校段階の学校設定教科「ロジック」

における探究活動の効果的な指導方法の研究

開発を進めることで，未知なるものに挑む

UTO-LOGIC を備え，グローバルに科学技術を

リードする人材を育成する 

UTO-LOGIC とは 

・本校が定義した生徒に身につけさせたい力。 

・LOGIC(論理性・客観性・グローバル・革新

性・創造性)を駆使して，既成概念にとらわ

れることなく未知なるものに挑む態度を身

に付けさせる。 

・授業及び探究活動の評価指標ともなり，他に

先駆けての宇土校ならではの取組が世界の

モデルとなることを全校あげて目指す。 

キー・コンピテンシー「LOGIC」 

論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。

その思考は革新的であれ，創造的であれ 

Think Ｌogically,Ｏbjectively and Ｇlobally．Be 

Ｉnnovative and Ｃreative. 

(2)研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，未知なる

ものに挑む UTO-LOGIC を備え，グローバルに科

学技術をリードする人材を育成するために，理数

教育の教育課程と探究型授業を開発することを

目標とする。理数教育の教育課程では，中学段階

の数学・理科，学校設定科目「未来科学 A・未来

科学 B」，「探究数学Ⅰ～Ⅲ」，「SS 探究物理・SS

探究化学・SS 探究生物」の開発に取り組む。探

究型授業では，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の開発を進め，質の向上を重視し

た授業改革を図る。 

(3)研究開発の仮説 

公立の併設型中高一貫教育校として，理数教育

の教育課程を開発し，教科の枠を越える授業，探

究の「問い」を創る授業を実践することによって，

既成概念にとらわれることなく社会の問題を発

見・解決し，新たな価値を創造する資質・能力を

育てることができる。 

(4)研究開発の内容及び実践 

数学・理科を中心に理数教育の教育課程を開発

した。特に，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の開発を進め，質の向上を重視し

た授業改革を図った。必要に応じて中学職員，高

校職員間の授業相互乗り入れ，異教科職員の

TT(チームティーチング)を実施した。中学校段階

及び高校段階で以下の 1～5 に取り組んだ。 

1.探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業  

探究の「問い」から展開する授業を設計し，探

究型授業を全教科で実施し，生徒の主体的・対話

的でかつ深い学びの充実を図る。探究の「問い」

一覧表を作成し，探究型授業を展開する「問い」

の検証を図るとともに，教科間連携を進める。 

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

中学 3 年から高校 1 年にかけ，「物理基礎」「化

学基礎」「生物基礎」「地学基礎」4 領域を含む学

校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」を設置し，

4 領域について関連性に考慮して幅広く学習する。

また，未来科学 Lab と称した技術習得実験と未知

探究実験の中間に位置する探究型実験を行う。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

高校 1 年に「探究数学Ⅰ」，高校 2 年に「探究

数学Ⅱ」，高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置し，

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学 A，数学 B のそれ

ぞれの領域の関連性に考慮しながら内容を振り

分け，幅広く学習する。探究活動で必要となるデ

ータサイエンスの視点として，確率分布と統計的

な推測や場合の数と確率の内容を重点に行う。 

4.「SS 探究物理」「SS 探究化学」「SS 探究生物」 

高校 2 年及び 3 年に「SS 探究物理」「SS 探究

化学」「SS 探究生物」を設置し，探究の「問い」

を設定する授業設計，他教科と TT による授業設

計を進め，「数理融合教材開発」，「探究型授業実

践」のために教科横断型授業の構築を図る。 

5.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発  

中学段階における数学・理科の授業時数を，表.1

及び表.2 に示すように増加させ，高校内容の一部

導入を含む学習配列の再編成に関する研究を継

続する。実験や体験の充実とタブレット端末など

ICT 教材の活用に力を入れる。中学，高校間で相

互に授業を実施し，それぞれの生徒理解を深める

とともに，中高 6 年間及び高校 3 年間それぞれに

おける有効な指導プログラムを作成する。 

【表.1 各学年における数学・授業時数と増加数】 

学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 

1 年 140 時間 140 時間 0 時間 0 時間 

2 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 

3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 

【表.2 各学年における理科・授業時数と増加数】 

学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 

1 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 

2 年 140 時間 140 時間  0 時間 35 時間 

3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 
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(5)研究開発の実践の結果概要 

1.探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業  

ロジックスーパープレゼンテーションに併せ

て実施した探究の「問い」を創る授業の公開授業

や，授業参観者とのポスターセッションを実施し

たことによって，探究の「問い」を創る授業や教

科の枠を越える授業の授業開発を推進すること

ができた。「問い」の設定方法について教科を越

えて意見交換する機会も増えており，教科の枠を

越えた授業設計を行う視点の高まりと，主体的・

対話的で深い学びを実現する授業改革の拡がり

が期待できる取組になった。 

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」の設

置によって，物理・化学・生物・地学の 4 領域の

関連性に考慮して幅広く学習することができた。

探究型実験及びレポート作成に取り組む未来科

学 Lab の実践によって，探究テーマに即した実験

計画力向上と科学研究論文形式 IMRAD の定着を

図ることができた。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

6 年間を通した学習配列の再編成によって，単

元における関連性を考慮すること，発展性を重視

することができた。また，数理融合教材開発とし

て，数学と理科の領域を融合した授業実践を図る

ことができ，数学をテーマにした探究活動を増加

させることにつなげられた。また，課題研究で必

要とされるデータサイエンスの視点を高める統

計的手法の考え方や扱い方について，統計処理に

関する授業実践を図ることができ，課題研究にお

けるデータ処理の内容を高めることができた。 

4.「SS 探究物理」「SS 探究化学」「SS 探究生物」 

探究の「問い」を創る授業シラバスを作成し，

各教科の見方・考え方を働かせた探究型授業の研

究開発を進めることができた。教科の枠を超えた

授業設計を行う視点が高まり，主体的・対話的で

深い学びを実現する授業改革の可能性を拡げる

ことができた。 

5.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発  

数学・理科の授業時数増加と学習配列の再編成

によって，単元における中学教員と高校教員の相

互乗り入れ授業を一層，充実させることができた。 

２ 研究開発の経緯 

第一期開発型(H25～H29)では，科学を主導する

人材を育成するために，中高一貫教育校として 6

年間を通した理数教育の開発を行った主な実践

と課題をまとめたものを表.3 に示す。5 年間を通

して，探究活動とアクティブラーニング型授業実

践の取組から，「コンテンツベースからコンピテ

ンシーベースへの転換」の授業改革の必要性が高

まり，生徒の主体的・対話的でかつ深い学びを実

現する「探究型授業」の展開を進める第二期実践

型(H30～)に取り組んでいる段階である。 

【表.3 第一期開発型における実践と重点課題の経緯】 

第
1

年

次 

実
践 

・中学 1 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「未来科学 A・未来科学 B」の設置  

・学校設定科目「探究数学Ⅰ」の設置 

課
題 

・理科が好き，得意である生徒の割合が

学年を進行するにつれて減少 

・中学段階と高校段階で扱う内容の重複や関連の低さ  

・知識理解を重視した高校の授業展開 

第
2

年

次 

実
践 

・中学 2 年「数学」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅱ」の設置 

・「未来科学 A・未来科学 B」における 

探究型実験「未来科学 Lab」実践 

・中学段階での発展的内容の学習として

高校学習内容の一部移行 

課
題 

・課題研究に取り組むための資質を育て

るための授業実践 

・中学段階と高校段階の学習内容の接続

方法，指導方法 

第
3

年

次 

実
践 

・中学 3 年「数学」35 授業時間増加 

・中学 3 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅲ」の設置 

・「探究数学Ⅱ」統計処理に関する授業 

課
題 

・科学的探究活動の基礎を築く授業実践 

・中学発展内容と高校学習内容の重複部

分における指導方法 

第
4

年

次 

実
践 

・未来科学 Lab における科学研究論文形式 

IMRAD の理解を深めるワークショップ  

・探究数学による数理融合教材の開発 

・数学・理科における 6 年間を通した学

習配列の再編成 

課
題 

・教科横断型の学習が展開されるよう授

業改革を進める数理融合教材の開発 

・探究型授業実践「コンテンツベースか

らコンピテンシーベースへの転換」 

第
5

年

次 

実
践 

・国際バカロレアの指導の手引きを参考

に「Unit Planner」を活用した授業 

・芸術と工学を融合させたペーパーブリ

ッジコンテストを実践した美術の授業

「Art＆Engineering～架け橋プロジェクト～」 

課
題 

探究型授業及び教科横断型授業では主

体的・対話的でかつ深い学びに向かうこ

とができるが，コンテンツベースの授業

では知識習得に終始する受動的な学び

となり，なぜ学ぶか，何を学ぶか，学ぶ

意義の理解，学びに向かう姿勢が課題 

第

二

期

1

年

次 

実
践 

・全教科，探究の「問い」を創る授業実践

と 7 月・1 月発表会時に公開授業実施 

・探究の「問い」を一覧にしたシラバス作成  

課
題 

・探究の「問い」を創る授業から探究テ

ーマへの展開 

・異なる教科科目間で同様の「問い」を

見出すことによって，一つの事象を異

なる視点で探究する授業を推進する。 
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３ 研究開発の内容 

(1)探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業  

1.仮  説 

探究の「問い」を創る授業を展開することによ

って，生徒の学びを中心に据えた授業設計力，教

科の枠を越えた視点を備えた授業設計力を高め，

主体的，対話的で深い学びを実現する授業改革を

全校体制で推進することができる。 

2.研究内容(検証方法) 

探究の「問い」を創る授業や教科の枠を越え

る授業について，公開授業や研究授業，実践報

告の内容を整理する。 

3.方法(検証内容) 

1) 探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 

7 月ロジックスーパープレゼンテーション

(課題研究成果発表会)に併せ，探究の「問い」

を創る授業公開を表.1 に示す内容で実施する。 

【表.1 教科(授業者)及び探究の「問い」一覧】 
2 年・SS 探究物理(梶尾滝宏) 
高軌道を回る周回衛星が周回をやぶるための 
脱出速度はいくらか？ 

物理の授業では，「つかむ→挑む→創る」の流れの中
で，いくつかの「ミッション」をこなしながら知識を
獲得しつつ，間違った既成概念を壊し，「問い」にた
どり着くときには，その「問い」に対する「答え」を
導くための思考錯誤ができる授業を目指しています。
今回は，「万有引力」の導入部分からいくつかの「ミ
ッション」をこなしていく授業を展開します。 
2 年・SS 探究生物(後藤裕市) 
栄養ドリンクをなぜ飲むのか？ 
食品管理でなぜ ATP 測定により細菌数を算出するのか？  

 
反転学習→探究の「問い」をつかむ→説明→ 
 
探究の「問い」に挑む→探究の「問い」を創る 
視聴覚教材等(QR コード)活用して家庭学習に取り組
んだ生徒は，教師の見方・考え方の説明で探究の「問
い」をどうつかみ，探究の「問い」にどう挑むのか？
さらに，探究の「問い」をどう創るのか？ブレンディ
ッド・ラーニングを取り入れ，探究の「問い」から思
考の流れをポートフォリオし，振り返る授業を展開。 
2 年・探究科学(長尾圭祐・本多栄喜) 
人類がどのように進化してきたのか？ 
既習のプレートテクトニス・気象学・生態学を基に
1000 万年前に東アフリカで起きたことを考察する。
自然環境の変化と生物の進化の関係はあるか。ヒトは
どのようにして誕生したのか？ヒトは進化したのか
について考察する。結論は敢えて収束させず，分散的
な思考の場の中からどれだけ多くのことを学ぶかを
作る授業にする。 

2 年・化学(下山智彦) 
実験書に従って実験をすれば，理論値に近づけるのか
～分子量の測定～ 

気体の分子量を求める場合，演習問題では，与えられ
た値を用いると答えを導き出せる。実験で得られた値
を用いても気体の分子量を正確に求めることができ
るのか。理論値と実験値とを比較する中に「？」をつ
くる授業展開にします。 

2 年・化学(小畠早織) 
ペンタンの蒸気圧測定から見えるもの 

ペンタンの蒸気圧測定により，揮発性の液体の振る舞
いを記述し，混合気体における成分気体の体積が表す
ものについて探究する。また，混合気体とその分圧の
関係に気づきを持たせる。さらに，ペンタンの蒸気圧
(文献値)と比較して，誤差が生じた場合の原因と対策
を探究する。 

1 年・探究数学Ⅰ(小栁良介) 
数字当てマジックのトリックを明かそう 
2 学期から数学 A「整数の性質」の単元を学習する。
その性質を使った数字を当てるマジックを生徒達が
体験し，なぜ当てることができるのかと疑問に感じて
もらい，グループ学習で自ら解明(証明)していく。 

1 年・探究数学Ⅰ(父母謙一朗) 
条件付き確率は本当か？複雑な条件設定の中に，法則
や決まり事はないか？ 
生徒からの質問の多かった条件付き確率について，実
際にトランプを用いて，問題にある事象を目の前でや
っていきながら実感していく授業展開を行います。さ
らに，発展し複雑な条件設定の確率問題を，目の前の
トランプでやってみながら生徒自身の気づきや問い
を引き出す展開を目指します。 

 

2) 探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 

1 月ロジックスーパープレゼンテーション

(研究成果発表会)に併せ，探究の「問い」を創

る授業公開を表.2 に示す内容で実施する。授業

公開後，図.1 に示すように，授業者がボードに

指導案や授業関連資料，シラバス，生徒資料な

ど授業実践に関連する資料を掲示して授業参観

者とポスターセッション形式で情報交換をする

授業研究会を実施する。 

【表.2 教科(授業者)及び探究の「問い」一覧】 
1 年 1 組 コミュニケーション英語Ⅰ  (伊藤裕子) 
What song moves you the most? 

1 年 2 組 国語総合          (岩永 敦) 
私たちにとって「言葉」とはどのようなものか？ 

1 年 3 組 探究数学Ⅰ         (小栁良介) 
複雑な三角関数のグラフはどういう特徴か？ 

1 年 4 組 探究数学Ⅰ        (父母謙一朗) 
最大の利益をあげるには？経営者になって考えよう！ 

1 年 5 組 生物基礎          (橋口晃亮)  
心臓の拍動はなぜ不随意的に上昇したり下降したり
するのだろうか？ 
1 年 6 組 現代社会          (早田 誠)  

地域紛争やテロをなくす方法は？ 
2 年 1 組 2 組 日本史 A        (奥田和秀)  

本時の問い「二・二六事件で日本はどう変わったのか？」 
単元の問い「日本がファシズム化した最大の要因は何か？」 

2 年 1 組 2 組 地理 A        (永吉与志一) 
農業の生産性とは何？テストを作って考えさせよう  

2 年 3 組 コミュニケーション英語Ⅱ  (原田大賢)  
Why did Dr. Yamanaka decide to make iPS cells and 
how did he succeed in making them? What is the 
current state of tissue engineering and research of iPS cells? 
2 年 4 組 SS 探究物理         (梶尾滝宏) 

単元の大問い「円軌道上を周回する音源のドップラー
効果を利用して気温は測定できるか～気温瞬間測定
への挑戦～」 

2 年 4 組 SS 探究生物             (後藤裕市) 
① 探究の問いをつかむ「幹細胞はどのような特徴を
もつ細胞で，どのような幹細胞が存在しているか？」 
② 探究の問いに挑む  「幹細胞は医療・創薬研究，
基礎研究でどのように応用させることができるか？」 
③ 探究の問いを創る  「幹細胞をキーワードにどの
ような研究テーマを立てることができるか？」 

2 年 5 組 化学            (小畠早織) 
化学技術の発展の中で，地球環境に及ぼす影響に対し
て化学平衡はどのように関わってきたか。 

2 年 6 組 化学            (下山智彦) 
触媒の種類や量(濃度)を変えると，反応速度にどのよ
うな影響を与えるだろうか？ 
中学 3 年 2 組 未来科学 B       (本多栄喜) 

巨大地震で大地はどのように変動するのか？  
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【図.1 探究の「問い」を創る授業・授業研究会】 

3)教科の枠を越える授業研究 

教科の枠を越えて，表.3 に示すように 3～4

人 1 組のグループ編成をする。授業は，探究の

「問い」の設定と提示方法，生徒の活動と思考

の深まりに重点を置いて授業計画を立てる。1

学期内にグループ内でそれぞれ授業者以外の 2

～3 人が授業見学を行い，図.2 に示す授業見学

「感想・気付きシート」を記入し，共有する。 
 
【表.2 教科(授業者)及び探究の「問い」一覧】 
班 教科 氏名 班 教科 氏名 

1 
国語 岩永 敦 

10 
国語 松永 美志 

中数 藤本 大平 数学 竹下 勝明 
保体 磯野 克康 地公 奥田 和秀 

2 
地公 白石 哲 

11 
英語 原田 大賢 

中数 松村 富明 理科 後藤 裕市 
保体 北島 潤一 家庭 皆越千賀子 

3 
数学 上野 雅広 

12 
数学 井芹 洋征 

中英 高木 健志 英語 橋本 慎二 
理科 吉村 早織 国語 岩野 滋美 

4 
地公 永吉与志一 

13 
英語 小川 康 

理科 橋口 晃亮 理科 梶尾 滝宏 
保体 佐藤 良一 国語 平野 佳子 

5 
数学 山口 輝尚 

14 
数学 髙木 和彦 

地公 早田 誠 英語 鬼塚加奈子 
中英 田多良裕士 中社 山田 大地 

6 
数学 水口 雅人 

15 
国語 廣田 哲史 

中理 河野 年美 理科 下山 智彦 
芸術 森内 和久 芸術 犬童 晴南 

7 
芸術 原  明倫 

16 
地公 竹村 英樹 

理科 本多 栄喜 英語 中元 義明 
中国 山口 尚子 保体 田島 亜希 

8 
数学 長田 洋子 

17 
理科 長尾 圭祐 

英語 村田 繁 保体 藤末 貴裕 
中国 浅川 修弘 中数 内場 雄也 

9 

地公 石本 浩司 

18 

数学 父母謙一朗 
中理 村嶋 恭子 中体 井上 淳一 
数学 小栁 良介 国語 中山富美子 
* * 英語 組島 枝莉  

  
【図.2 教科の枠を越える授業研究】 

 

 
【図.3 授業見学「感想・気付きシート」】 

4.検  証 

探究の「問い」を創る授業や教科の枠を越え

る授業について，公開授業や研究授業を行った

内容を整理した結果を表.4 に示す。ロジックス

ーパープレゼンテーションに併せて実施した探

究の「問い」を創る授業公開後に行った授業参

観者とのポスターセッションは，主体的・対話

的で深い学びを実現する授業研究に取り組む県

内外の多くの教職員等と情報交換する有意義な

機会に位置づけることができた。「問い」の設定

方法について教科を越えて意見交換する機会も

増えてきており，教科の枠を越える授業設計を

行う視点の高まりと，主体的・対話的で深い学

びを実現する授業改革の拡がりを期待できる取

組になっている。 

【表.4 第二期(H30～R1)授業視察・授業公開一覧】 
日本史 
生 物 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 
新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト  

奥田和秀 
後藤裕市 

生 物 JST 南地区主任調査員学校訪問・授業視察  後藤裕市 

化 学 教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 

生 物 熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業  後藤裕市 

日本史 

物 理 
生 物 

熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察 

熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察
熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察 

奥田和秀 

梶尾滝宏 
後藤裕市 

日本史 熊本県立人吉高等学校・学校訪問授業視察 奥田和秀 

英 語 
物 理 

沖縄県立名護高等学校・学校訪問授業視察 
沖縄県立名護高等学校・学校訪問授業視察 

鬼塚加奈子 
梶尾滝宏 

物 理 鹿児島県立鹿屋工業高等学校・授業視察 梶尾滝宏 

数 学 熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 
熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 

熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 

竹下勝明 
上野雅広 

藤本大平 

物 理 

生 物 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 

梶尾滝宏 

後藤裕市 
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(2)学校設定科目「未来科学Ａ」「未来科学Ｂ」 

1.仮  説 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基

礎」の 4 領域を含む学校設定科目「未来科学 A」

「未来科学 B」を通して，4 領域の関連性に考慮

し，幅広く学習しながら未来科学 Lab(探究型実

験 )を実施することによって，科学論文形式

IMRAD を意識したレポートができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 1 段階(5 段階評価)に着目して，未

来科学 Lab 受講生徒(中進生)と非受講生徒(高進

生)を対象に，未来科学 Lab 受講前後の変容の全

体像を把握するため，各観点を選択的回答方式(4

段階：4 が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価し

た結果を各段階の割合と各質問の平均を得る。 

【表.1 ロジックルーブリック 1 段階(2~5 省略)】  

観点 記述語 

Logically 
(論理性) 

説明の一般性 
科学的論文形式IMRADに沿う 
レポート作成ができる 

Objectively 
(客観性) 

情報の正確性 
参考文献の出典を明らかにした 
レポート作成ができる 

Globally 
(グローバル) 

視野の拡がり 
興味・関心を未知領域で展開する 
レポート作成ができる 

Innovative 
(革新性) 

感覚の変化 
自分の認識・感覚を変えるレポー
ト作成ができる 

Creative 
(創造性) 

未知の創造 
自分の既知と未知の区別がある 
レポート作成ができる 

 

3.方  法（検証内容） 

「未来科学 A」「未来科学 B」 

中学 3年次から高校 1年次にかけて，「物理基礎」

「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 領域を

含む学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」を

設置する。高校 1 年中進生において，「物理基礎，

化学基礎，生物基礎，地学基礎」各 2 単位を 0 に

削減し，「未来科学 A」「未来科学 B」各 3 単位の

履修をもって，理科の基礎を付した科目の選択必

履修を代替する。中高一貫教育校の特例（中学に

おける先取り授業：年間 70 時間）と併せ，「物理

基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎」各 2 単位

の内容をすべて扱う。 

未来科学 Lab(探究型実験) 

未来科学 Lab は土曜授業日 1～2 限 2 時間連続

で，技術習得実験と未知探究実験の中間に位置す

る探究型実験を実施する。未来科学 Lab の目的と

意義に関するガイダンス資料を配付したうえで，

表.3 に示す指導方法と表.4 に示す探究テーマで年

間 6 回，実施する。探究テーマにもとづいた実験

計画を立案し，生徒がそれぞれ実験方法及び実験

対象を準備する。薬品及び実験器具は生徒からの

オーダーシートを受け教員が準備する。実験後は

レポートにまとめ表.2 に示す未来科学 Lab チェッ

クリストで自己評価して提出する。提出されたレ

ポートは，未来科学 Lab チェックリストを用いて

教師評価も行う。 
 

  

【表.2 未来科学 Lab チェックリスト】                     【図.1 未来科学 Lab の様子】 
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【表.3 未来科学 Lab の指導内容】 

時 期 指導内容 

実施前 【授業】ガイダンス 

2週前 
【教員】探究テーマ提示 

【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1週前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 

【教員】薬品・器具の調整 

当 日 【授業】未来科学 Lab(2 時間連続) 

1週後 【生徒】レポート提出 

2週後 【授業】レポート作成講座 

【表.4 未来科学 Lab の探究テーマ】 

1. 光合成色素を自分が調べてきた方法を 

用いて，抽出または確認しよう 

① 光合成色素を抽出・確認する方法 

② 光合成色素を抽出・確認する生物 

2 点を事前に調べたうえで薬品・機器等を用

いて光合成色素を抽出・確認し，レポートに

まとめて報告する。 

2.直線の滑り台と円弧の滑り台を比較せよ！ 

探究の問い 1 直線の滑り台と円弧の滑り台，

最速なのはどっち？ 

探究の問い 2 直線の滑り台と円弧の滑り台，

最短時間で降下するのはどっち？ 

3. 最も発泡する入浴剤の組成を探ろう 

炭酸水素ナトリウムとクエン酸を固めて作る

発泡入浴剤を水に溶かすと CO2が発生する。

最も CO2が発生する，NaHCO3とクエン酸の

組成(質量比)を求める手法を探究し，実験値

と理論値を比較し，生じた差異の原因と対策

を考察する。また，実験結果または理論値(質

量比)から，化学反応について探究する。 

4. 岩塩からイオン半径を探究する 

岩塩結晶が容易にへき開する性質を観察し，

岩塩密度を測定する手法を探究する。結晶構

造のモデルを参考にし，イオン半径を算出し

て文献値と比較する。 

5. 上昇した心拍数を下降させるためには， 

どのような方法があるか？ 

1 分間に心臓が拍動する回数【心拍数】を測

定方法にもとづき，上昇した心拍数を下降さ

せる方法の計画し，構想発表する。実験計画

を再度検討した後，仮説・実験・結果・考察

した内容をレポートにまとめ，報告する。統

計処理の概念とデータの扱いに触れ，特に，

質的データ・量的データ，独立変数・従属変

数，母集団と標本について理解を深める。 

6. エネルギーの変換を調べよ！ガリレオ(円

弧)を超えられるか。最短時間ルートを探せ。 

探究の問い 1 半円レールで，球の放す高さと

かけあがる最高点の関係を調べよ。 

探究の問い 2 直線の滑り台で，球の放す高さ

と最下点到達時間の関係を調べよ。 

学校設定科目「未来科学」において，特定の事

物・現象に焦点を当てた数理融合教材を開発した

内容を表.5 に示す。必要に応じて，数学担当教員

と理科担当教員がチームティーチング(TT)で授

業実践し，理科担当教員が焦点を当てた事物・現

象に数学担当教員が数学的論拠に基づいて思

考・判断する態度を育てることを意識する。「目

をつぶってストップウオッチで 10.00 秒に挑戦」

の課題に取り組み，ばらつきのあるデータを箱ひ

げ図を用いて数学的に思考・判断する能力の向上

を図る。「スーパーボールを静かに落としたとき

の，はねかえる高さの規則性を調べる」の課題に

取り組み，信頼区間(その区間に平均がある確率)

と標準誤差(平均値の標準偏差)に関して，概念や

原理・法則の理解を図る。 

【表.5 未来科学 Lab 数理融合教材】 

№ タイトル 

1 三 角 関 数「1m ものさしと影の長さ」 

2 仮説の意義「断熱容器での水温上昇」 

3 誤差を知る「10 秒の感覚」 

4 信頼区間とは「スーパーボールの跳ね返り」 

4.検  証 

中進生 76 人，高進生 154 人対象に，表.1 に

示すロジックルーブリックの 5 観点(L,O,G,I,C)

の 1 段階(5 段階評価)に着目して，未来科学 Lab

受講生徒(中進生)と非受講生徒(高進生)を対象

に，未来科学 Lab 受講前後の変容の全体像を把

握するため，各観点を選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価した各

段階の割合と各質問の平均を得た結果を表.5，

表.6 に示す。1 学年全員が学校設定科目「ロジ

ック」におけるロジックリサーチで科学論文形

式 IMRAD を意識したレポート作成を行うが，

未来科学 Lab を受講する中進生において，特に

「科学的論文形式 IMRAD に沿うレポート作成

ができる」の観点で変容が見られたことから，

未来科学Labチェックリストを通してレポート

作成する技能が定着していると考えられる。 

【表.5 未来科学 Lab 受講生徒自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 0 6 5 26 0 6 0 3 5 10 

3 17 31 33 32 23 24 25 39 16 37 

2 34 45 45 29 38 53 40 47 39 42 

1 48 18 17 13 39 16 35 11 40 11 

Ave 1.69 2.26 2.26 2.71 1.84 2.21 1.90 2.34 1.85 2.45 

差 0.57  0.45 0.37 0.43 0.60 

【表.6 未来科学 Lab 非受講生徒自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 1 1 7 16 1 5 3 3 2 3 

3 7 17 41 36 14 13 16 32 15 21 

2 31 36 33 35 35 51 55 45 32 51 

1 62 46 19 14 51 31 26 20 52 25 

Ave 1.46 1.73 2.36 2.53 1.64 1.92 1.95 2.17 1.66 2.01 

差 0.27 0.17 0.28 0.22 0.35 
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(3)学校設定科目「探究数学Ⅰ」・「探究数学Ⅱ」・「探究数学Ⅲ」 

1.仮  説 

特定の事物・現象について，数学や理科のそれ

ぞれの教科特性を活かした概念形成を図ることに

よって，数学や理科の有用感を高めることができ

る。また，探究活動で扱う事物・現象に関するデ

ータを整理する視点を養い，統計処理の手法を身

につけることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

数学に関する意識調査について，選択的回答方

式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)での回答結果

を得る。また，探究活動において，数学を活用し

た研究が展開されているかを検証する。 

3.方  法（検証内容） 

「探究数学Ⅰ」・「探究数学Ⅱ」・「探究数学Ⅲ」 

高校 1 年に「探究数学Ⅰ」を，高校 2 年に「探

究数学Ⅱ」を，高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置

し，数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学 A，数学 B の

領域について，それぞれ関連性に考慮しながら内

容を振り分け，幅広く学習する。探究活動で必要

となるデータサイエンスの視点として，確率分布

と統計的な推測や場合の数と確率の内容を重点的

に行う。高校 1 年中進生において，「数学Ⅰ」3 単

位及び「数学 A」2 単位を 0 に削減し，学校設定科

目「探究数学Ⅰ」5 単位をもって代替する。中高一

貫教育校の特例（中学校における先取り授業）と

併せ，「数学Ⅰ」3 単位及び「数学 A」2 単位の内

容をすべて扱う。高校 2 年中進ＳＳコースにおい

て，「数学Ⅱ」4 単位及び「数学 B」2 単位を 0 に

削減し，学校設定科目「探究数学Ⅱ」6 単位をもっ

て代替する。中高一貫教育校の特例（中学校にお

ける先取り授業）と併せ，「数学Ⅱ」4 単位及び「数

学 B」2 単位の内容をすべて扱う。高校 3 年中進Ｓ

Ｓコースにおいて，「数学Ⅲ」5 単位を 0 に削減し，

学校設定科目「探究数学Ⅲ」7 単位をもって代替す

る。中高一貫教育校の特例（中学校における先取

り授業）と併せ，「数学Ⅲ」5 単位の内容をすべて

扱う。なお，一部内容の前後や組替など，より効

果的な教授法を研究開発する。 

数理融合教材開発 

探究数学Ⅱでは単元「数列：等差数列と等比数

列」において，身の回りに存在する事象”音楽”に数

列的な見方を導入し，理解を深め，自ら事象を見

つけ，探究の問いを作る態度を養うことを目標に

芸術(音楽)と理科(物理)と数学の教科横断型授業・

教材の開発をおこなった(図.2)。 

  
【図.1 探究数学Ⅱ・授業の様子】  

 
【図.2 教科横断型教材・探究型授業デザインシート】 

探究数学Ⅰでは単元「場合の数と確率」におい

て，探究の「問い」として「様々な事象の確率を，

トランプを使って考察しよう」を提示し，トラン

プのスペードのカード13枚から1枚ずつを抜き出

して左から右へ並べていく際，抜き出したカード

が右端にあるカードより小さいときは抜き出した

カードを捨てるとすると，並べ終わったときに「7」

が残っている確率など様々な想定の数と確率を求

める(図.3)。また，単元「数と式，数の性質」にお

いて，探究の「問い」として「数字当てマジック

のトリックを明かそう」を提示し，数字当てのト

リックの証明と倍数判定法の気付きを促す(図.4)。 

 
【図.3 場合の数と確率・教材】 

 
【図.4 数と式，数の性質・ワークシート】 
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単元「図形と方程式」において，探究の「問い」

として「経営者になろう～手持ちのコマで最大の

利益をあげるには～」を提示し，チョコディッシ

ュとチョココロネの限界利益を最大にするために，

制約のあるチョコレートとバターの使用量，購買

客の需要量から，線形計画法の解法にアプローチ

する(図.5)。 

 
【図.5 図形と方程式・生徒提示資料】 

  
【図.6 探究数学Ⅰ・授業の様子】 

4.検  証 

SS コース 1 年 64 人，2 年 62 人，3 年 64 人，

GS コース 1 年 166 人，2 年 166 人対象に実施し

た数学に関する意識調査アンケートについて，選

択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)で

回答した割合(％)及び平均を得た結果を表.1 に示

す。探究数学を履修する SS コースは，探究数学

を履修しない GS コースと比べ肯定的な回答が多

く見受けられた。しかし，SS コースにおいても「数

学を勉強すると日常生活に役立つ」に対しては肯

定的回答が 55%～65%程度にとどまったことから，

一層，数学の有用感を高めるために数理融合教材

の開発や生徒の探究活動に展開されるような探究

の「問い」を創る授業の実践を進めていく必要が

ある。生徒が数学を活用したテーマで探究活動に

取り組む事例が年々，増加してきており，図.7 で

示すように，1 年プレ課題研究ではケイリーグラフ

を用いたあみだくじ構造の考察が，2 年 SS 課題研

究では，フーリエ級数展開で身の回りのものの数

式化するために Mathematica を用いた研究など

様々な分野への展開がみられた。 

SS 課題研究におけるデータに統計処理がなさ
れたか検証した結果を表.2 に示す。三角関数，誤
差，信頼区間について数理融合教材を通して，対
象実験としてのコントロール設定，標本データの
扱い方，データのまとめ方，ばらつきのあるデー
タの扱い方に変容が見られ，誤差や信用区間を意
識する研究が見受けられた。特に，母集団と標本
の違い，標準偏差と標準誤差の違いに留意する課
題研究が見られるようになった。 

【表.1 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 
数学が好きである 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 31 27 33 45 41 27 15 10 5 12 

3 44 50 52 33 42 45 44 37 32 38 

2 13 10 12 10 13 20 36 34 48 35 

1 13 13 3 12 5 7 5 19 15 16 

Ave 3.03 2.92 3.10 3.12 2.92 2.93 2.62 2.37 2.41 2.44 

差 -0.09 0.02 0.01 -0.25 0.03 

数学を勉強すると日常生活に役立つ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 23 19 10 10 14 24 11 8 7 7 

3 33 34 37 43 38 38 49 32 30 27 

2 34 35 41 38 39 33 33 44 48 50 

1 9 11 12 8 9 5 7 17 15 16 

Ave 2.70 2.61 2.46 2.55 2.56 2.80 2.64 2.30 2.29 2.24 

差 -0.09  0.09 0.24 -0.34 -0.05 

他教科を勉強するために数学が必要だ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 27 26 24 23 34 25 14 13 12 13 

3 47 44 54 53 38 44 50 46 35 36 

2 19 27 20 20 23 22 30 31 45 36 

1 8 3 2 3 5 9 6 10 8 14 

Ave 2.92 2.92 3.00 2.97 3.02 2.85 2.71 2.63 2.49 2.49 

差 0 -0.03 -0.17 -0.08 0  

 
【図.7 プレ課題研究ポスターセッション資料】 

【表.2 統計処理が見られた課題研究テーマ一例】 

テーマ 処 理 

ウトウトタイムの効率化を目指して A N O VA 

白亜系二枚貝化石の成長に伴う形態的特徴の変化  相関係数 

振動したボルト上のナットの振舞い 回帰分析 

有明海のアカシュモクザメの年齢測定法の開発  散 布 図 

午睡が及ぼす味覚変化の検証 カイ二乗検定 
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(4)学校設定科目 

「SS探究物理」「SS探究化学」「SS探究生物」 

1.仮  説 

生徒が設定した 1 年ロジックリサーチ及びプレ

課題研究，2 年 SS 課題研究及び GS 課題研究のテ

ーマを参照して，「SS 探究物理」・「SS 探究化学」・

「SS 探究生物」の授業の探究の「問い」を設定す

る授業設計をすることによって，教科の枠を超え

た授業設計を行う視点が高まり，主体的・対話的

で深い学びを実現する授業改革を展開することが

できる。また，数理融合教材開発，探究型授業実

践を通した教科横断型授業の構築を図ることがで

きる。 

2.研究内容（検証方法） 

理科に関する意識について，選択的回答方式(4 段

階：4 が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価した

結果を各段階の割合と各質問の平均を得る。 

3.方  法（検証内容） 

「SS 探究物理」「SS 探究化学」「SS 探究生物」 

高校 2 年及び 3 年に「SS 探究物理」「SS 探究化

学」「SS 探究生物」を設置し，探究の「問い」を

設定する授業設計，他教科と TT による授業設計を

進め，「数理融合教材開発」，「探究型授業実践」の

ために教科横断型授業の構築を図る。 

「SS 探究物理」 

探究の「問い」の設定は，単元の本質をつかむ

ことを意識し，かつ，「問い」の系統性を持たせる

ため，表.1 に示すように「大問い」と「Mission」

を関連付けることを心がけ，生徒のつまずきを把

握するため，レディネステストとして Microsoft 

Forms を使って，個別の対応ができるようにして

いる(図.1)。また，ICT 活用として，デジタル教科

書やシミュレーション教材(図.2)，ミニ黒板(図.3)

を活用し，物理の概念形成を補助する。探究の「問

い」を創る授業シートを作成し，授業を可視化す

る(図.4)。SS 探究物理(SS コース)と物理(GS コー

ス)のそれぞれの生徒対象に行った探究問題(図.5)

でも図.6 に示すような結果が得られた。 

【図.1 Microsoft Forms レディネステスト】 

 

【表.1 単元ごとの「問い」と Mission 一例】 
単元 探究の「問い」 

剛体 
 
M1 
M2 
M3 
M4 
M5 

大問い「ジャンピングスターリングエンジン
が前進する理由を探れ！」 
トラックのハンドルはなぜ大きいか 
DIY で吊り棚をつくるときの注意点は？ 
回転剛体を止めよ！ 
ばねばかりでギリギリ測れなかったバットの重さを測れ。  
物を抱えてはしごを登るときの注意点は？ 

円運動
慣性力 

M1 
M2 

 
M3 

大問い 
「土管を転がり始めたボールはどこで離れる？」 
円運動は，等速度運動？それとも等加速度運動？ 
加速する電車内で吊り下げた小球のおもりの
ひもを切った。小球の行方は？ 
ギリギリ回れるスリルのあるジェットコースターを設計せよ。 

万有 
引力 

M1 
M2 
M3 
M4 

大問い「低軌道と高軌道を回る衛星が周回を
やぶるための脱出速度に共通点は存在するか？」  
ケプラーの法則の k(比例定数)に名前をつけよ
地球と月，お互いの引力はどちらが大きい？ 
赤道上と極，また地上と山上，重力加速度が大きいのはどっち？ 
地上を走る車がスピードを永遠と上げ続けるとどうなる？ 

光の 
干渉 

M1 
M2 

実験 
実験 

M3 
実験 

M4 

大問い「国際宇宙ステーション内でシャボン
玉をゆっくりふくらませると，どのように見える？」 
フィゾーとフーコーが考えた高速測定実験の共通点を挙げよ。 
水中から水面を見上げた時の全反射円の大きさは何で決まる？ 
CD とビー玉で屈折率測定器を作成せよ。 
白色光の干渉写真はどうやって撮影できる？ 
白色光の干渉縞の色配列の順番は？ 
CD に真上から入射した白色光の反射光を観
察すると様々な色が観察できる。そのしくみを探れ！  
円錐ガラスと平凸レンズがつくる干渉光の縞模様とは？  

電場・
電位 

M1 
M2 
M3 

 
M4 

大問い 
「電位を利用してエネルギーはつくれるか？」 
重力場と電場の違いと共通点は？ 
点電荷を自由に配置して並べたときの電気力線の様子は？  
バケツを返して砂山を２つ並べてつくった。
２つの山の断面はどんな形？ 
電位０が２つと，電場０が一つ，点電荷の組み合わせは？  

PhET  

GeoGebra 
【図.2 デジタルコンテンツの例】 

  
【図.3 ミニ黒板でグループワークする様子】 
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【図.4 探究の「問い」を創るためのシート】 

 
【図.5 探究問題の一例】 

 
【図.6 SS 探究物理と物理の平均点の得失点と探

究問題における正答率の推移】 

「SS 探究化学」 

表.2 に示す年間指導計画において，各単元に

「大問い」を設定し，学びを通して生徒自ら解

を出していく力，実験を様々な視点で取り組む

探究力を育む。身近な物質や化学的現象を題材

に，生徒の実態に合わせ提示する探究の問い

(表.3 に示す実験テーマ)に対し，生徒は課題解

決のための実験計画を立案したうえで実験を行

う。表.4 の実験やその結果をもとに，問いに取

り組む。問いは「小問い」と「大問い」に分け，

それぞれの問いの目的を理解して取り組む。生

徒発表で他者との比較により，自身の実験手法

や考えを振り返る。 

【表.2 年間指導計画における単元と問い】 

単元 探究の「問い」 

酸化と還元 酸化と還元には酸素の受け渡し以外どん

なものがあるのか。 

電池 電気エネルギーを取り出すにはどのような方法があるのか。 

電気分解 電気エネルギーを使って，強制的に反応

させると何が起こるのか。 

物質の状態 物質の状態はどのようにして決まるのか。  

気体の性質 気体の体積は，温度や圧力よって変化するのか。  

溶液の性質 ものの溶け方の違いは何によって決まるのか。  

固体の構造 結晶構造の違いは何に起因するのか。 

化学反応と熱 化学反応において熱の発生や吸収が起きるのはなぜか。 

化学反応の速さ 反応の速さは何によって決まるのか。 

化学平衡 化学平衡とはどのようなものか。 

水溶液中の

化学平衡 

溶液中ではどのような平衡が成り立つの

か。 

【表.3 探究型実験】 

樹木のような金属をつくるには？ 

金属の単位格子から見えるものは何か？ 

実験書に従って実験をすれば，理論値に近づけるの
か～分子量の測定 

マグネシウムの燃焼熱を求めるには？ 

触媒の種類や量(濃度)を変えると反応速度は変わる
のか？～反応速度 

【表.4 マグネシウムの燃焼熱を求めるには？】 

展開 内容 

実験 
計画 
立案 

与えられた器具・試薬をもとに，2 つの反
応熱（塩酸とマグネシウムの反応，塩酸と
酸化マグネシウムの反応）を求める実験の
具体的な手法を考える。 

実験 立案した実験計画から，上記の 2 つの反応
熱を求めるための実験を行う。 

小問い 問い①（小問い）塩酸とマグネシウムの反
応について，反応熱を求め，この反応の熱
化学方程式を書け。 
問い②（小問い）塩酸と酸化マグネシウム
の反応について，反応熱を求め，この反応
の熱化学方程式を書け。 
測定した温度変化から，各反応の反応熱を算出させる。  

大問い 探究の問い（大問い） 
マグネシウムの燃焼熱を求めよ。 
算出された熱化学方程式からマグネシウム
の燃焼熱を求める手法を探究する。別の反
応の熱化学方程式から，熱化学方程式をつ
くる手法やエネルギー図を用いて算出する
手法が考えられる。 

実験 
振り返り 

誤差が生じた原因とそれを改善する方法に
ついて意見交換する。 
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「SS 探究生物」 

コンテンツベースからコンピテンシーベースへ

授業設計の転換を進め，主体的・対話的で深い学

びを実現するために探究の「問い」を創る授業を

研究開発する。図.7に示すように，探究の「問い

」を記載したシラバスを作成する。探究の「問い

」を記載したシラバス・一覧から探究活動のテー

マ設定につなげられるよう共有・掲示を行う。ブ

レンディッド・ラーニングを取り入れ，授業は図.8

に示すように，探究の「問い」を「つかむ」・「挑

む」・「つくる」で構成する。家庭学習では，授業

プリント活用した教科書理解やQRコードによる

動画等ICT教材，図.9に示す生物学習支援システム

【Biology Learning Support System 】で学ぶ。授

業プリントは図.10に示すレイアウトで作成する。 

 
【図.7 SS探究生物シラバス】 

反転学習 ► 
探究の「問い」 

つかむ 
► 補足説明 ► 

家庭学習  10分  15分  
教科書理解 
動画提示 

 
概念理解 
要約・整理 

 
概念理解 
補足説明 

 

 
探究の「問い」 

挑む 
► 

探究の「問い」 
創る 

► 反転学習 

15分  10分  家庭学習 
論文・資料

提示 
 

探究活動の
テーマ設定 

 
教科書理解 
問題演習 

【図.8 探究の「問い」を創る授業デザイン】 

 
【図.9 生物学習支援システム・リーフレット】 

 

 
【図.10 SS 探究生物・授業プリントレイアウト】 

 

  
【図.11 SS 探究化学/SS 探究生物の様子】 
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4.検  証 

SS 探究物理」「SS 探究化学」「SS 探究生物」

すべての授業で探究の「問い」を創る授業シラ

バス・「問い」の一覧が作成されており，1 年ロ

ジックリサーチ及びプレ課題研究，2 年 SS 課

題研究及び GS 課題研究のテーマへの接続や展

開を図ることができていた。 

SS コース 1 年 64 人，2 年 62 人，3 年 64 人，

GS コース 1 年 166 人，2 年 166 人対象に実施

した理科に関する意識調査アンケートについ

て，選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が

否定的)で回答した割合(％)及び平均を得た結

果を表.1 に示す。SS 探究化学・物理/生物を履

修する 2 年 3 年 SS コースは肯定的回答 85%以

上と多く見受けられたものの，SS コースにお

いても「他教科を勉強するために理科が必要」

に対しては肯定的回答が 55%～65%程度にと

どまったことから，一層，理科と他教科の教科

横断型教材の開発を進める，または，他教科と

TT による授業設計を進めるなど，教科・科目の

枠を越えた学際的視点で授業改革を進めてい

く必要がある。 
 

【表.1 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

理科が好きである 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 31 33 33 35 41 38 15 13 5 7 

3 44 49 52 48 42 51 44 36 32 29 

2 13 8 11 10 13 5 36 42 48 43 

1 13 10 4 7 5 5 5 8 15 21 

Ave 2.94 3.05 3.11 3.12 3.19 3.22 2.70 2.55 2.27 2.21 

差 0.11 0.01 0.03 -0.15 -0.06 

理科を勉強すると日常生活に役立つ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 23 27 19 27 42 38 13 10 8 12 

3 44 44 63 52 47 47 43 37 35 33 

2 27 21 15 18 8 11 38 41 44 41 

1 6 8 3 3 3 4 6 12 12 15 

Ave 2.84 2.90 2.97 3.02 3.28 3.20 2.62 2.46 2.40 2.42 

差 0.06 0.05 -0.08 -0.20 0.02 

他教科を勉強するために理科が必要だ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 14 19 20 18 34 29 6 8 5 8 

3 30 34 32 35 34 35 26 22 19 15 

2 45 39 42 32 27 27 56 59 56 48 

1 11 8 5 15 5 9 11 10 21 28 

Ave 2.47 2.65 2.68 2.57 2.98 2.84 2.27 2.28 2.08 2.02 

差 0.18 -0.09 -0.14 0.01 -0.06 

 

  
【図.11 SS 探究物理/SS 探究化学の様子】 

４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，理数教育の教育課程

を開発し，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の実践』の効果とその評価を検

証するために，アンケートを実施した。 

仮説 既成概念にとらわれることなく社会の

問題を発見・解決し，新たな価値を創造

する資質・能力を育てることができる 

実施日 事前：R1 年 5 月 事後：R2 年 1 月 

対 象 SS コース 1 年 64 人，2 年 62 人，3 年 64 人， 

GS コース 1 年 165 人，2 年 165 人(有効回答) 

方 法 選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)で仮説検証に関する質問の回

答結果を各段階の割合と各質問の平均を

求め，事前事後の差を得る。 

結 果 各コースの結果を下表に示す。 
従来の枠組・構造を変えることができる 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 3 2 2 7 17 14 1 1 1 2 

3 16 24 40 47 36 59 8 18 7 21 

2 37 50 40 29 44 27 33 53 42 49 

1 44 24 18 17 3 0 59 28 50 28 

Ave 1.79 2.03 2.26 2.44 2.67 2.88 1.50 1.92 1.60 1.97 
差 0.24  0.18 0.21 0.42 0.37 

新しい概念を見出すことができる 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 2 5 4 7 17 20 1 4 2 4 

3 26 29 28 47 48 59 9 28 7 22 

2 29 47 49 34 28 20 33 42 46 50 

1 44 19 19 12 6 2 56 25 45 24 

Ave 1.85 2.19 2.16 2.49 2.77 2.96 1.55 2.11 1.65 2.07 

差 0.34 0.33 0.19 0.56 0.42 

学校でもっと数学の勉強をしたい 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 39 40 25 30 23 31 21 18 13 18 

3 42 44 53 53 55 40 49 47 44 38 

2 14 13 22 15 14 18 25 28 28 28 

1 5 3 0 2 8 11 5 7 16 17 

Ave 3.16 3.21 3.03 3.12 2.94 2.91 2.86 2.75 2.53 2.56 

差 0.05  0.09 -0.03 -0.11 0.03 

学校でもっと理科の勉強をしたい 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 44 45 29 33 41 40 19 12 7 10 

3 41 42 59 52 41 36 49 38 38 34 

2 11 10 10 10 14 18 26 41 36 30 

1 5 3 2 5 5 5 5 8 19 26 

Ave 3.23 3.29 3.15 3.13 3.17 3.11 2.82 2.54 2.33 2.28 
差 0.06 -0.02 -0.06 -0.28 -0.05 

既成概念にとらわれることなく社会の問題を

発見・解決し，新たな価値を創造する資質・能力

として，従来の枠組みを変える，新しい概念を見

出すことの生徒自己評価を検証した結果，SS コ

ースの生徒 1 年約 35%，2 年約 55％，3 年約 75%

と学年が上がるにつれ肯定的回答の割合が上昇

した結果が得られた。探究の「問い」を創る授業
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を展開することに加え，SS コースに設置する学

校設定科目「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「未来科学 A・

B」，「SS 探究化学・SS 探究物理/生物」の特色あ

る取組により生徒の学びの姿勢に変容が起きて

いることが示された。一方，数学・理科をもっと

勉強したいと肯定的回答を示した生徒の割合が

SS コースにおいて 80%以上と高いものの，勉強

したい意欲の低下が見受けられる生徒もいるこ

とから，探究型授業の実践とあわせて数学的・理

科的な基本的な概念の定着や理解を高める取組

を充実させ，学ぶ意欲の向上を図る必要があると

考えている。 

(2)学校経営への効果 

理科・数学の職員を中心に SSH 指定以降，様々

な教育実践に取り組み，表.1 に示す内容を実施す

るなど，その成果の普及を果たすことができてい

る。全教科で『探究の「問い」を創る授業』を推

進することによって，生徒の学びを中心に据えた，

主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業改

革を進めることができている。表.1 に示す以外に

も県内外から探究の「問い」を創る授業を視察す

るために来校する教育関係者が SSH 指定以降増

加し，授業改革を活性化させる一助となった

(図.1)。年間 2 回，探究の「問い」を創る授業の

公開を行ったり，3~4 人 1 グループの教科の枠を

越える授業研究を行ったりと授業研究に重点を

置く職員研修の機会も充実させることができた。

また，生徒評価アンケートでも以下のように約

90%の生徒が，理数教育が充実している，探究型

授業が充実していると肯定的な回答を示してお

り，授業のねらいや取組が生徒に伝わっている様

子をうかがうことができた。 

 
【図.1 SSH 指定以降・学校訪問者数の推移】 

【表.1 主な実践発表，研究授業一覧】 
年 内容 教員 

H25 

サイエンスリーダーズキャンプ山口大学 
後藤裕市 

県教育委員会学校訪問・研究授業 

熊本県教育課程研究協議会・発表 山﨑惟善 

H26 

県立中学校教科研究協議会・研究授業 河野年美 

熊本県中学校理科授業研究大会・研究授業 河野年美 

早野仁朗 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 梶尾滝宏 

「教育の情報化」推進フォーラム・実践発表 髙木久幸 

H27 

高等学校教育課程熊本県研究協議会理科部会 後藤裕市 
 SSH 冬の情報交換会・第 2 分科会・司会 

SSH 冬の情報交換会・全体発表 竹下文則 

アクティブラーニング研修 
上越教育大学：西川純 教授 協力 

河野年美 
廣田哲史 

H28 

サイエンスリーダーズキャンプ東京理科大学 
早野仁朗 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表 

後藤裕市 

東京学芸大学附属国際中等教育学校・実践発表  

大分県高等学校教育研究会理科部会夏季研修会・実践発表 

「未来の学校」創造プロジェクト・研究授業 

サイエンスリーダーズキャンプフォローアップ企画山口大学  

ベネッセ教育総合研究所・研究授業 

アクティブラーニング研修 
熊本県立苓明高等学校・溝上広樹 教諭協力 

全 職 員 

H29 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 早野仁朗 
梶尾滝宏 

熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業  

後藤裕市 SSH 情報交換会第 1 分科会・ファシリテーター  

熊本県理数教育指導者成講座 実践発表 

H30 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 
新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト 

奥田和秀 
後藤裕市 

JST 南地区主任調査員学校訪問・授業視察 

後藤裕市 
熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業 

九州高等学校理科教育研究会・研究協議コーディネーター 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[生物] 

教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[化学] 
早野仁朗 

九州高等学校理科教育研究会・実践発表 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[物理] 

梶尾滝宏 全国高等学校文化連盟研究大会熊本大会・実践発表 

岡山県立一宮高等学校職員研修・実践報告 

探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 理数教科 

探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 全教科 

R1 

熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 竹下勝明 

上野雅広 

第 69 回九州地区理科教育研究大会熊本大会発表 

梶尾滝宏 

熊本県高等学校教育研究会理化部会総会講師 

熊本県高等学校教育研究会家庭部門講師 

宮崎県自然科学専門部職員研修講師 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 

千葉県船橋市養護教諭会オンライン職員研修 

後藤裕市 
鹿児島県立鹿児島中央高等学校職員研修講師 

(株)トモノカイ・オンラインミーティング 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 

探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 理数教科 

探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 全教科 

理数系教育が充実している 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 52 53 64 62 77 67 58 41 28 29 

3 45 39 33 35 22 31 41 51 59 57 

2 0 2 0 2 0 0 1 8 10 13 

1 3 6 3 2 2 2 0 1 2 1 

Ave 3.45 3.39 3.57 3.57 3.73 3.64 3.56 3.32 3.15 3.15 

差 -0.07 0 -0.07 -0.24 0 

探究型授業が充実している 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 41 63 64 63 78 69 56 42 39 42 

3 53 27 29 32 19 27 41 46 53 45 

2 3 5 3 3 2 4 2 10 7 11 

1 3 5 3 2 2 0 1 2 1 2 

Ave 3.31 3.48 3.53 3.57 3.73 3.65 3.54 3.28 3.30 3.27 

差 0.17  0.04 -0.08 -0.26 -0.03 

 

SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれま

での改善・対応状況について 

平成 30 年度実践型指定のため記載不要 
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５ 校内における SSHの組織的推進体制 

中高一貫教育校として，理数教育の教育課程

を開発し，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の実践を進めるために以下に示

す組織的推進体制を構築している。週時程に 1

時間会議を設定する「第二期 SSH 推進委員会」

を設置して研究開発及び実践の方向性を議論

する。「探究の「問い」を創る授業」を・公開

授業「研究開発部会」に加え，「課題研究担当

者ミーティング(会議)」として週時程に 1 時間

会議を設定し，数学・理科の教員全員が出席し

て情報共有を図る。年 2 回実施するロジックス

ーパープレゼンテーションに併せて「探究の

「問い」を創る授業・公開授業」を実施する。

7 月は理数教育に関する学校設定科目，1 月は

全教科対象に公開授業を実施することによっ

て，主体的・対話的で深い学びを全校体制で推

進する。また，3~4 人 1 グループの教科の枠を

越える授業研究を行うことによって，教科横断

型授業の視点や気付きを促す機会充実を図る

ことができている。 

熊本県 
教育委員会 

 
ＳＳＨ運営
指導委員会 

 
大学 

研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 
       

   校長    
        

 
運営委員会 

[管理職・校務分掌部長・学年主任] 
 

 
    

 第二期SSH推進委員会  
        

 
職員 

研修・会議 
 
研究開発部 

 事務室 
SSH事務員 

 
  

        

 
高校 
学年会 

 
課題研究 
担当者会議 

 
中学 
学年会 

 

       

  成果⇩波及   

探究の「問い」を創る授業・公開授業 

 

６ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第一期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫教

育校として，6 年間を通した数学・理科に関す

る教育課程の開発」から，第二期 SSH 研究開

発テーマⅠ「中高一貫教育校として，理数教育

に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，

探究の『問い』を創る授業の実践」へと発展さ

せてきたなかで，第 2 年次に生じた課題 1～5

に焦点を当て，今後の研究開発を進めていくこ

ととする。 

1.探究の「問い」を創る授業から探究テーマへの展開 

探究の「問い」を創る授業を通して，教員，

生徒から教科書や学習内容との関連性の高い

「問い」を創ることができている。探究の「問

い」を創る授業のシラバス作成も進んでおり，

授業で創った探究の「問い」を一覧化すること

で，1 年ロジックリサーチ及びプレ課題研究に

おけるテーマ設定につなげることができている。

今後は，各教科・科目の見方・考え方を働かせ

て探究的な学びができるよう，各教科・科目の

探究的な学びの在り方を構造化できるよう実践

を進めていく。 

2.教科の枠を越える授業の推進 

 教科横断型授業・教科融合教材の開発 

探究の「問い」を創る授業公開や教科の枠を

越える授業研究，探究の「問い」を創る授業シ

ラバスなど，各教科・科目の実践の可視化を進

めることができている。今後は，一層，教科間

の関連性や系統性などを意識し，各教科・科目

の学びが様々な教科・科目，日常生活や社会に

つながっている意識を高められるように教科横

断型授業，ティームティーチングによる授業，

教科融合教材の研究開発を進めていく。 

3.データサイエンスに関する授業実践 

高校 2 年 3 年対象に実施する SS 課題研究に

おいて，探究活動に必要なデータサイエンスを

扱う授業実践を進める。統計学について，統計

処理に関する授業実践を図る。課題研究で得ら

れたデータや過去の課題研究の資料等，実際の

研究結果の妥当性を高めるために必要なデータ

サイエンスの視点や手法を高める教材開発及び

授業実践を進める。 

4.探究の「問い」を創る授業アウトリーチ活動 

探究の「問い」を創る授業に関する教育関係

者の視察数増加や生徒の探究型授業，理数系教

育の充実感など研究開発の成果を教員・生徒・

市民・近隣小中学生・保護者のそれぞれの目線

にあわせた発信方法を検討する。 

5.ロジックルーブリックとロジックアセスメントの関係 

ロジックルーブリックの各観点と段階に用い

た記述語に基づいて作成する総合問題「ロジッ

クアセスメント」から本校が定義した力，未知

なるものに挑む UTO-LOGIC を測る。 


